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〈論 文〉 
インダストリーとビジネスの二元論とサービスの社会性 
杉 浦 正 和 * 
 




The purpose of this paper is to analyze the essences of “services” through comparison of service 
industry and service business by applying asymmetrical dichotomy of “industry” and “business”, 
presented by Thorstein Veblen in 1904, as a theoretical framework.  I analyzed self referring 
symmetry which lies in the dichotomy and dual ambivalences of services for both industry and 
business.  By observing the activities of Yamato Transport Co. Ltd., it is discussed that the social 
nature of services can possibly result in sublation of dichotomy between industry and business. 
 














は、“The Theory of Business Enterprise（1904）”（邦訳『企業の理論』）においてインダストリーと
ビジネスを二項対立（dichotomy）として示した。20世紀初頭は、産業革命を経て、鉄道・鉄鋼・電気
などのインダストリーが急激に勃興した後、トラスト（企業合同）が興隆し、ビジネスによるインダス
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（industrial classification）の一つである第三次産業（tertiary sector of industry）とほぼ同義的に用
いられるが、必ずしも明確な定義を持たず、第一次産業（primary sector of industry）、第二次産業
































 2 ．理論研究：ヴェブレンによる「インダストリー」と「ビジネス」の対称性 




“The material framework of modern civilization is the industrial system, and the directing 
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ヴェブレンは、晩年の論文である“The Engineers and The Price System (1921)”において19世紀
末の状況について「その時代は『トラスト結成の時代（the Era of Trust-Making）』と呼ばれたが、そ




的な想定されていたのは、投資銀行家たちであった。「企業の理論」において 2 度言及される J.P.モル
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表１ J.P. モルガンによる投資・買収・業界再編 



















 3 ．非対称的二元論と自己言及的対称性 






















─   ─ 19









































































 4 ．考察：サービスはインダストリーかビジネスか 






ビスはビジネスではない」という 4 つの命題は、それぞれ別の文脈で妥当性を有する。 
 
 4 ．2 サービスとインダストリーの両義性 
最初に、サービスとインダストリーの関係について考察する。 























































































（ 1 ）ヴェブレンの構図では、取引や投資を行う商業や金融はビジネスの側に分類される。 
しかし、一般に商業・金融はサービス・インダストリーに分類される。 
（ 2 ）ヴェブレンの文脈では、本来ゼロサムの対称性を有する取引や投資はビジネスである。 
しかし、それらが価値創造の活動として行われればプラスサムのインダストリーとなる。 


















（出所）流通サービスアナリストとのインタビュー, 2011年12月29日, 於 東京都新宿区 
 

































（出所）ヤマト運輸マネジャーとのインタビュー, 2011年 3 月11日, 於 中国上海市 
 
 

















には「岩手県・宮城県・福島県下の 2 クラス集配トラックの約 2 割にあたる200台を活動にあて、その
車両を運行する人員および倉庫内作業に必要な人員の計400～500人を配置する」という大規模な資源













































 2  クラークは17世紀イギリスの経済学者ウイリアム・ぺティ（Petty, W.）の「政治算術（Political Arithmetick）」
（1690）の記述を参照し、社会の発展度合いに従って、就業人口および GNP の比率が第一次産業から第二次産
業へ、更には第三次産業へと移動することを示した（ぺティ＝クラークの法則：Petty-Clark's Law, 1941）。 
 3  中国語の「服务产业」は6,960,000件、「服务商务」は13,400,000件ヒットする（2011年12月24日）。 
 4  本稿においては「インダストリー」と「ビジネス」については意識的にカタカナを用いて表記している。特に
「インダストリー」については“industrious（勤勉な）”に関わる側面と“industrial（工業の）”に関わる側面
の双方を同時に考慮する。 
 5  ヴェブレンの理論の整理については杉浦（2011）（早稲田大学ビジネススクール研究センターワーキングペーパ
ー）を踏まえている。 
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 7  これらの対比に加えて更に敢えて比喩を用いれば、「仏」と「魂」の関係と言うこともできる。 
 8  ビジネスを「営業」と訳すことは、「産業」と対比的に使われている点で優れていると考える。一方で、日本に
おいてはこの言葉は「販売」と同義で使われることも多いから別種の混乱をもたらす可能性も否定しきれない。 
 9  “ship”には「できること」（skill, power）をあらわす語義と｢ありさま・ありよう・ありかた｣（quality, 
















14 テレビ東京「カンブリア宮殿」2011年 4 月21日「物流大混乱に立ち向かえ！～ニッポン復活のカギは企業にあ
り～」。 
15 岩手、宮城、福島の 3 県を除く全国の20歳以上の Web アンケートモニタ会員1,030人を対象としたインターネ
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